
○ 目的

○ 事業概要

虐待防止センター設置事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部障害福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

障害者虐待により虐待防止センターへ通報等があった
場合、その事案に対応する業務の一部を相談事業所へ委
託する。
また、困難な虐待事案への対応を図るため、京都府権
利擁護センターより専門家チームの派遣を依頼し、個別
ケースへの支援を受ける。

0774-64-1372

事業内容

582 千円

障害者虐待防止法が施行され、各市町村においても障
害者虐待防止センターの設置が義務づけられたことに伴
い、より一層の体制の充実を図る。

新規



○ 目的

○ 事業概要

自立支援医療（育成医療）

平成２５年度 当初予算主な事業

身体に障害のある児童（１８歳未満）に対して、指定
自立支援医療機関において生活の能力を得るために必要
な医療の給付を行う。
根拠：障害者総合支援法第５８条第１項

肢体不自由・視覚障害等、体に障害のある児童（18歳
未満）が、その手術等を行うことにより、確実な治療効
果が期待できる場合に、医療の一部を公費負担し、健や
かな成長を支援する制度。
【対象疾患】
・視覚障害
・聴覚、平衡機能障害
・音声、言語、そしゃく機能障害
・肢体不自由
・内臓障害（心臓、腎臓、その他の内臓）
・ヒト免疫不全ウイルス（HIV)による免疫機能障害
【医療費の給付】
指定自立支援医療機関において医療を受けたとき、育
成医療（入院・通院）にかかる医療費（保険適用分）か
ら自立支援医療に係る自己負担と医療保険各法より給付
される額を除いた額を給付（公費負担）する。

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1372

事業内容

1,167 千円 新規

担当所属名 直通電話番号保健福祉部障害福祉課



○ 目的

○ 事業概要

障害者総合支援法の施行に伴い、本法の趣旨である地
域社会における共生の実現に向けて、地域生活支援事業
として意思疎通支援を行うものを養成する。

拡充

社会参加促進（コミュニケーション支援）事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部障害福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

これまで、養成事業として実施してきた手話教室「入
門」・「基礎」の内容の充実を図ることに加え、新たに
養成することが必須化された点訳奉仕員、朗読奉仕員を
養成し、意思疎通支援の充実を図る。

0774-64-1372

事業内容

1,768 千円



○ 目的

○ 事業概要

聴覚障害者デイサービス事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部障害福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

現行の利用可能な対象者（身体障害者手帳（聴覚障害
者）２・３・４級保持者）に新たに6級保持者を加え、
手帳保持者内での制限を廃止し、利用対象者の拡大を図
る。

0774-64-1372

事業内容

6,440 千円

山城地域活動センターで行われる聴覚障害者のデイ
サービス事業Ⅱ型の利用制限を緩和し、デイサービス事
業の拡充を図る。

拡充



○ 目的

○ 事業概要

緊急通報システムについて、２４時間のコールセン
ターを設けることにより支援・相談体制を強化し、独居
等高齢者の安否確認等を含めた安心見守り活動への支援
を積極的に行う。

高齢者の支援・相談体制の強化（相談業務を含めた安否
確認等）

・緊急通報システムの運用方法を抜本的に見直し、民
間活力を利用して、看護師等専門家による２４時間
相談体制（コールセンター）を構築する。
利用者は、いつでも健康や生活相談を行え、健康維
持促進とともに不安を解消することができる。

・コールセンターから利用者宅へ毎月１回の安否確認
の電話を行い、継続的に利用者の状態を把握するこ
とができ、要支援内容の把握が可能になる。

・緊急や無言の通報等を受けた場合は、速やかに消防
署へ転送し、これまで通り、消防の緊急車両が出動
する対応をとる。

独居等高齢者２４時間安心見守り事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部高齢介護課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1373

事業内容

3,505 千円 新規



○ 目的

○ 事業概要

介護支援ボランティアポイント制度

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部高齢介護課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

ボランティアを必要とする市内介護施設等を募集し、
ボランティアを実践したい高齢者の登録を行い、ボラン
ティア活動をサポートする。
対象のボランティア活動としては、当初は施設でのレ
クレーションの指導・補助、行事の手伝い、入所者の話
相手などから開始し、その後、活動範囲を順次広げてい
き、将来的には地域での活動にも取り組む予定である。
ボランティア活動の評価とモチベーションアップのた
めに、ポイント制を導入し（１回１ポイント）、ポイン
トに応じた換金制度を導入する。（１ポイント１００
円、年間上限５０ポイント程度を予定）

0774-64-1373

事業内容

547 千円

元気な高齢者が介護施設等でボランティア活動を行う
ことにより、本人の健康増進、社会参加や地域貢献を通
じた生きがいづくりや介護予防を促進する。
受入施設と地域との交流の促進やボランティア活動の
活性化により、高齢者の生活をより豊かにする。

新規



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 直通電話番号保健福祉部社会福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

社会福祉センターは、平成５年に建設をしており、こ
れまでに、大きな改修を行っていない。
平成２３年度から平成２４年度で経年劣化に伴う改修
の可否と、バリアフリー基本構想の指摘事項の改善を含
めた、基本計画の策定を行った。
この基本計画を受けて、平成２６年度の改修工事に向
けた、実施設計を行う。

0774-64-1371

事業内容

5,400 千円

社会福祉センター改修工事の実施設計を行うもの。

新規

社会福祉センター改修事業

平成２５年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

保護者の病気などにより、家庭において児童の養育が
一時的に困難な場合に、児童福祉施設において一定の期
間養育・保護を実施することにより、児童及び家庭の福
祉の向上を図る。

《京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）事業》

新規

子育て短期支援（ショートステイ）事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

【対象者】
市内に居住する小学校修了前の児童で、保護者の病気
などにより、家庭において児童の養育が一時的に困難な
家庭の児童

【利用期間】
７日以内（必要な範囲内で延長可）

【事業の実施】
児童福祉施設を運営する法人等に委託

【費用負担】
・利用者：利用料を施設に支払い

0774-64-1376

事業内容

756 千円



○ 目的

○ 事業概要

平成２４年度において、同志社ローム記念館プロジェ
クトで「遊び場マップ」をつくろう！！プロジェクトを
立ち上げ、大学生と協働しながら大学生らしい斬新な発
想を融合した、子育て世帯に役立つ「遊び場マップ」の
原稿を作成してきた。
この原稿案に基づき、平成２５年度において、印刷し
配布する。

マップは、４，０００部印刷予定

京田辺市では、父母との三世代同居率が減少し近所づ
きあい等も希薄化するなど、地域における子育ての基盤
が弱くなってきており、子育て世帯の孤立化が育児不安
やストレスを増大させている状況も懸念されている。
そこで、「子どもと親を繋ぐコミュニケーションツー
ル」をモットーに、子育て世帯に役立つ「遊び場マッ
プ」を作成する。
これにより、明日を担うこどもたちが、心豊かで健や
かに育つことができる地域づくりの一助になることを目
指す。

あそびばマップ作成事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1376

事業内容

315 千円 新規



○ 目的

○ 事業概要

子ども・子育て支援事業計画策定事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1376

事業内容

2,950 千円 新規

【平成２５年度】
・市民を対象にニーズ（アンケート）調査
・子ども・子育て会議の開催
・報告書の作成

【平成２６年度】
・現状分析
・保育サービスの需要等の推計
・計画事業の策定
・子ども・子育て会議の開催
・計画書の作成

国の基本指針で定める提供体制の確保等に関する基本
的事項や参酌標準等を踏まえ、潜在ニーズも含めた地域
での子ども・子育てに係るニーズを把握した上で、管内
における新制度の給付・事業の需要見込量、提供体制の
確保の内容及びその実施時期等を盛り込んだ「市町村子
ども・子育て支援事業計画」を策定するもの。この計画
をもとに、平成２７年度から給付・事業を実施する。
平成２５年度では、市民を対象にニーズ（アンケー
ト）調査を実施。



○ 目的

○ 事業概要

病児・病後児保育事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

【対象】
病気により集団保育に適さない、市内在住の病児・病
後児

【実施日時(予定）】
週5日（月・火・水・木・金曜日） 8:30～18:00

【事業内容】
病気のため、保育所等に通所できない期間で、保護者
が就労等で家庭で保育できない場合に、保育ルームで預
かり、保育を行う。希望する保護者は、前日に予約し、
当日はあらかじめ受診（診察）した後、受け入れの決定
がされる。

【実施方法】
医療法人濱口キッズクリニックに委託して実施。

0774-64-1376

事業内容

3,900 千円

本市では、現在、病気回復期にある子ども（病後児）
を預かる保育（病後児保育）を市内１か所で実施してい
る。
しかし、病気回復期でない子ども（病児）の保育は実
施していない状況であり、市民のニーズも高いことか
ら、新たに市内の医療機関に委託して「病児・病後児保
育」を実施する。

新規



○ 目的

○ 事業概要

保育室（５）
乳児室（１）
ほふく室（１）
遊戯室（１）
調理室（１）
職員室（１）
園庭（１） など

186,000 千円 臨時

みみづく保育園を運営する（福）みみづく福祉会は、
現園舎等の耐震性、老朽度に問題があること、また、超
過児童、待機児童の解消のため移転することになり、市
が市民間保育所施設整備費補助金交付要綱に基づき、支
援するもの。

保育室（５）
乳児室（３）
遊戯室（１）
調理室（１）
職員室（１）
園庭（１） など

項 目

建 物 構 造 鉄骨平屋建て 鉄筋２階建て

主 な 部 屋
（数）

敷 地 面 積 １，９１１㎡ ２，４９６㎡
田辺西垣内

みみづく保育園建設補助金

平成２５年度 当初予算主な事業

所 在 地
現 保 育 所 新 保 育 所

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1376

事業内容

保育所緊急整備事業（みみづく保育園建設補助金）
２４年度分 ６０，７５０千円
２５年度分 １８６，０００千円
合計 ２４６，７５０千円
（補助率 府：８／１２ 市：１／１２ みみづく：３／１２）

田辺尼ケ池

定 員 １５０人

みみづく保育園の新園舎建設工事に先立ち、平成２
５年２月～８月に市が移転先で関連整備工事を実施
している。

着 工 予 定 平成２５年９月
開 所 予 定 昭和５５年２月 平成２６年３月

２２５人



○ 目的

○ 事業概要

三山木保育所建設事業

平成２５年度 当初予算主な事業

32,851 千円

現三山木保育所の老朽化と、南田辺北地区開発（現同
志社山手）、三山木地区特定土地区画整理事業地域にお
ける急速な保育所ニーズの高まりに対応するため。
三山木保育所移転新築は平成２６年度末に完成させ、
平成２７年４月の開所を目標に進めていく。

新規

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

項 目

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

主 な 部 屋
（数）

保育室（７）
遊戯室（１）
調理室（１）
多目的ルーム（１）
職員室（１）
園庭（１） など

保育室（１２）
遊戯室（１）
調理室（１）
多目的ルーム（１）
乳児ホール（１）
子育て支援センター
（１）
一時保育室（１）
職員室（１）
園庭（１） など

定 員 １２０人 ２００人

0774-64-1376

事業内容

敷 地 面 積 １，７０９㎡ ４，２２０㎡

現 保 育 所 新 保 育 所
所 在 地 三山木南垣内 三山木区画１４街区

開 所 予 定 昭和４５年１月 平成２７年４月（予定）

三山木保育所設計委託料 ２１，０００千円
工事費（水道引き込み工事） １，２５０千円
水道分担金 １０，６０１千円
基本・実施設計 ２８，３００千円
（継続費２４～２５年度）
工事費 １，１１５，０００千円
（債務負担行為２５～２６年度）

着 工 予 定 平成２６年１月

建 物 構 造 鉄骨平屋 鉄筋コンクリート２階建て



○ 目的

○ 事業概要

京田辺市健康増進計画・食育推進計画において、特
に、幼少期の保護者や学童に対して食育活動を行うこと
で、「乳幼児期から３度の食事をとおして生活リズムを
身につける」「食の体験をとおし、食への感謝や食の正
しい知識を身についてる」という重点目標の達成を図る
ことを目的とする。
また、地域で健康な食生活の普及活動ボランティアを
行っている食生活改善推進員の活動を支援することで、
地域力の強化及び食育推進を図る。

【実施内容】
・各小学校の家庭科の授業に、食生活改善推進員が社
会人講師として参加する。
・幼稚園・小学校等のＰＴＡを対象に食育教室を実施
する｡
・食生活改善推進員に対し、地域での食育活動支援を
行う。

【実施場所】
市内小学校、公民館等

【実施回数】
１２回

京田辺市食生活改善推進員協議会
幼稚園・小学校食育教室

126 千円

0774-64-1335

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部健康推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

新規



○ 目的

○ 事業概要

500 千円 新規

健康づくり対策として、住民が主体的に健康づくり事
業を知り、参加することで、自分の健康についての意識
を高めることを目的とする。

市内で様々な分野で行っている「健康づくり」の事業
を「健幸パスポート」として、情報を集め、分かりやす
く提供する。
市民の自主的な健康づくりの健診・健康教室などへの
参加を呼びかける。
１事業に参加すると１ポイントとし、パスポートにポ
イントを集めて応募してもらい、健康グッズを進呈す
る。

【対象者】
２０歳以上の市民
【実施期間】
平成２５年８月１日から２６年１月末
【パスポート有効期限】
平成２６年２月末
【対象事業】
各種健康診査、健康教室、介護予防教室、イベント(一
休さんウオーク、歯の広場)献血、スポーツフェスタ等
市内の健康関連の事業
【実施方法】
①保健福祉部、経済環境部、教育部など庁舎内組織横
断的なプロジェクトチームを作り事業を推進する。
②市職員による事業ＰＲ部隊を結成し、「健幸パス
ポート」事業への参加をＰＲする。

健幸パスポート事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部健康推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

0774-64-1335

事業内容



○ 目的

○ 事業概要

養育医療給付事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部こども福祉課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

【給付対象者】
母子保健法第６条第６項に規定する未熟児であって医
師が入院養育を必要と認めたもの。
（次のいずれかの症状等を有している場合）
・出生時体重2,000ｇ以下
・運動不安、けいれん、強度のチアノーゼ、黄疸等

【給付内容】
指定養育医療機関における入院医療（食事を含む）
で、公費負担額は各種保険を適用して生じる自己負担額
のうち、保護者（及び子育て支援医療）から徴収する母
子保健法施行細則別表で定めた徴収基準額を除く残りの
額を給付する。

【給付期間】
正常児が出生時に有する諸機能を得るに至るまで（１
歳まで）

0774-64-1376

事業内容

5,372 千円

身体の発育が未熟のまま出生した乳児は、正常の新生
児に比べて機能が未熟であり疾病にかかりやすく、その
死亡率はきわめて高いばかりか心身の障害を残すことも
多いことから、出生後、速やかに適切な処置を講ずるこ
とが必要である。
このため、母子保健法の規定により、これらの未熟児
に対し、指定養育医療機関において、養育に必要な医療
の給付を行うもの。

新規



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

916 千円

近年がん検診を始め、検（健）診受診率が低下してき
ている。死因の第1位であるがん対策として、受診率の
向上を図ることを目的とする。

拡充

がん検診等受診率向上事業

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部健康推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

健診対象開始年齢の40歳男女に対して、がん検診の重
要性や検診方法の理解を促し、自分で健康管理するため
に検（健）診チラシと申込ハガキ、健康手帳を送付す
る。
各検診受診勧奨時や乳幼児健診案内送付時や予防接種
案内送付時など他の案内に検診チラシ、申込ハガキを同
封し、周知を図っていく。
市内掲示板、ＪＡ、郵便局、スーパーなどに検診ポス
ターを掲示する。
スーパーで検診キャンペーンを行い、啓発用ティッ
シュなどの配布と検診申込の受付を行う。

0774-64-1335



○ 目的

○ 事業概要

京田辺市健康増進計画による運動習慣の定着を図るこ
とを目的とする。また市民に対して、本事業を実施し
「歩く」ことを通して運動する機会を提供することで、
市民の健康増進、生活習慣病の予防を目的とする。

新規

ウォーキング教室 ～ 楽歩塾 ～

平成２５年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号保健福祉部健康推進課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

【時期】
５月から９月 計４回
【対象者】
４０歳以上６５歳未満の市民
【定員】
３０名
【実施場所】
京田辺市保健センター 等
【講師】
健康運動指導士若しくは運動実践指導者、保健師、栄
養士
【内容】
①講義
・運動の効果、運動量
・正しい歩き方（姿勢等）、靴の選び方等
②実技指導
・ストレッチ、筋力トレーニング、有酸素運動の実際
・正しい歩き方（姿勢、早さ、歩幅等）を指導
・また、実際に参加者と共に保健センター周辺や市内
を歩きながら指導
③ミニ講話
・各回に健康に関する講話
（内容は健診の案内、栄養、こころの健康について）

0774-64-1335

事業内容

153 千円


